
H28.5.10 定例記者会見資料【遊水地課】 

渡良瀬遊水地ハートランドプラン 

渡良瀬712「２0の誓い」アクションプランの策定について 

１、目的                                

本アクションプランは、平成２６年度に策定した栃木市渡良瀬遊水地の１０

年間の取組の方向性を示す「渡良瀬遊水地ハートランドプラン」に挙げた「渡

良瀬７１２の誓い」を実現するために、取り組む項目と実施時期を示したもの

です。このアクションプランに基づいて様々な取り組みを行い、現在の渡良瀬

遊水地の豊かな環境を守り、栃木市の宝として未来に引き継いでいくことを目

的としている。 

 

２、アクションプラン概要図                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、配付先等                               

 定例記者会見後、栃木市ホームページに掲載 

 

４、アクションプラン概要説明                       

 

〇 本アクションプランは平成２７年度に策定し、平成３６年度までの１０年間

後期 平成３４年度から平成３６年度 

未来に引き継ぐためのしくみづくり 

•例：現在の取組みの確認・検証、新たな取組みの検討 

中期 平成３０年度から平成３３年度 

日常的に楽しむための環境づくり 

•例：シンボル施設の整備 

前期 平成27年度から平成29年度 

アクションプランの策定 
豊かな環境を守るための土台づくり 

•例：環境調査、人材の育成 
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を、策定から平成２９年度までを前期、平成３０年度から３３年度を中期、平

成３４年度以降を後期とし、毎年年度末に関係課等から取り組み項目内容の進

捗状況や、達成状況等について確認を行い、整理・分析をして取り組み項目内

容を見直し、改善する。 

 

〇 前期は、現在の渡良瀬遊水地の豊かな環境を守る土台づくりとして、渡良

瀬遊水地の現状を正しく知るために、平成２７年度から絶滅危惧植物の分布

調査を始めている。これは来年度も引き続き調査を行い、平成２８年度には

昆虫・水生生物についても生息調査を行う。 

また、土台作りの一端として、渡良瀬遊水地に関わる人づくりが挙げられ

る。平成２５年度から渡良瀬遊水地ボランティアガイド養成講座を実施し、

２年間の養成講座受講を経て、平成２７年度から渡良瀬遊水地ガイドクラブ

が発足した。現在は週３日遊水地内にて活動し、来訪者へ遊水地の案内を行

っている。 

さらに、平成２８年には渡良瀬遊水地のファンクラブである「渡良瀬ナイ

ツクラブ」が発足した。渡良瀬遊水地に興味を持っている方に加入いただき、

より多くの遊水地の魅力を伝えることができると考えている。 

 

〇 中期では、前期で培った土台を活かし、環境に悪影響を与えないように配

慮しながら、多くの人達に渡良瀬遊水地に実際に来てもらい、自然、歴史、

レジャー・スポーツなど様々なことを日常的に安全に楽しめる環境を整える。

また、渡良瀬遊水地を利用している方や、地元住民などからニーズを調査し、

平成３３年度までにシンボル施設の整備を行う。 

 

〇 後期では、前期・中期に実施した取り組みについて、実施を完了するもの、

引き続き実施するものについて確認・検証を行う。また、新たに取り組む必

要があるものについても実施の検討を行う。 

栃木市の、延いては世界の宝として渡良瀬遊水地を未来に引継いでいくた

めに、栃木市や地元の住民だけでなく、渡良瀬遊水地に来る来訪者にも参加

してもらい、豊かな環境を守り続けていくしくみをつくる。 

 

 

５、問合せ先                               

栃木市総合政策部遊水地課 担当：深津、與澤（電話 0282-62-0919） 

 

 


